
 

松本市地域づくり推進交付金実績報告書（抜粋） 

 

（申請者） 松原地区町会連合会 

 

 

１ 交付決定額  

 

２ 本年度実績の報告 

 ⑴ 本年度の交付金事業の報告 

① 事業名： 防災活動支援事業 

実 施 主 体 地区公民館、町会連合会 

実施日（期間） 令和５年３月１５日（水） 

実 施 場 所 大鹿村中央構造線博物館 

事 業 概 要 
日本列島が大きく動いた痕跡の一つである中央構造線を確認し、その動きは止まっ

ていないことや様々な活断層の存在を学ぶ。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 地区住民の防災・減災活動の活性化が図れ、地域全体で防災に取り組む気運の醸

成につながった。 

課 題 
 大規模な防災訓練が行えない中、倒壊家屋からの救出救助訓練及び給水訓練も

計画していたが、コロナ禍で中止となってしまった。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

1８，２10円 1８,２1０円 0円 0円 

ａ：本年度の交付金額のうち、この事業に充当した額 

ｂ：前年度の交付金の繰越額のうち、この事業に充当した額 

ｃ：この事業に充当したその他の財源の額 

 

② 事業名： 高齢者サロン事業 

実 施 主 体 町会連合会 

実施日（期間） 年間 

実 施 場 所 松原町内公民館 

事 業 概 要 
町内公民館において、高齢者を対象として百歳体操を行い、その後、井戸端会議の

場を設ける。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

地区内の高齢者相互のコミュニケーションを図り、会話を楽しんでいただく機会を設

けて、地域全体で高齢者を見守っていく気運の醸成につながった。 

課 題 
地区全体で高齢者サロン事業を行っていくためには、他の新たな実施場所を見つ

け出す必要がある。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

４７，７４４円 ４７,７４４円 0円 ０円 

 

 

Ｉ 金 ５５０，０００円 



③ 事業名： 生涯学習支援事業 

実 施 主 体 地区公民館、町会連合会 

実施日（期間） 年間 

実 施 場 所 諏訪市内、山梨県甲府市内、松原地区公民館 

事 業 概 要 
地区住民がコロナ禍においても歴史学習の視察研修に出掛けたり、公民館で講座に

参加したりすることで、閉じこもりを防止し、社会参加促進に資する。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

地区住民が一緒に学習活動等を行うことで、地区住民の学習意欲を高めるとともに

地区住民の交流を促進し、絆づくりに寄与できた。 

課 題 

視察研修においては、コロナ禍でバスの乗車定員を考慮し人数を絞ったため、参加

したくても参加できない人が出てしまった。なるべく大勢の人に公平に参加いただけ

る方法の検討と参加できなかった方へのフォローの方法の検討が必要である。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

５４，９７８円 ３５，９２８円 0円 1９，0５０円 

 

 

④ 事業名： 地域包括ケアシステム推進事業 

実 施 主 体 町会連合会 

実施日（期間） 年間 

実 施 場 所 松原地区公民館 

事 業 概 要 

町会連合会の理事を中心にセンター、公民館、福祉ひろば、地区担当職員を含め、

地区に必要な地域包括ケアシステムを推進する。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

10年後の超高齢化社会を迎えてもいきいきと暮らせる地区の在り方を見直し、住民

相互の助け合いを増進し、地区住民の結びつきを深めることができた。 

課 題 

今後ますます高齢者が増加するに伴い、フレイル予防、認知症対策等の需要が高ま

るので、住民相互の助け合いでできる具体的な生活支援、介護予防策を検討してい

く必要がある。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

11７,０２0円 11７,０２0円 0円 0円 

 

 

⑤ 事業名：ほっこり第３水曜日支援事業 

実 施 主 体 福祉ひろば、町会連合会 

実施日（期間） 年間 

実 施 場 所 松原地区福祉ひろば、地区公民館 

事 業 概 要 

ふれあい健康教室、ウォーキング等、地区の健康づくり事業ほどの体力は必要としな

いが、若干の運動程度ならできる（やりたい）高齢者を対象に軽い体力づくり等の講

座を実施する。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

コロナ禍でも体力が衰えつつある高齢者に楽しく体力づくりをしていただくとともに、

相互の交流を図り、地域におけるフレイル予防に寄与することができた。 

課 題 年々参加されていた方が高齢化のため、減少傾向にあり、フレイル予防が必要な高



齢者は増えていると思われるが参加に結び付いていない。事業にどうしたら参加して

もらえるか講じることが必要である。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

35,076円 35,000円 0円 76円 

 

 

 

⑥ 事業名：子ども育成・子育て支援事業 

実 施 主 体 町会連合会、地区公民館、子ども会育成会 

実施日（期間） ８月～３月 

実 施 場 所 松原地区公民館他 

事 業 概 要 

地区の小中学生を対象に、自然に親しむイベントや地区の大人から野菜の育て方

を学び、収穫した野菜で料理を教えてもらう講座や大人とともにアロマワックスサ

シェを作成する講座を行った。 

また、春休みには小学生を山梨県へ連れていき、科学館での体験や工場見学を通

して学習することができた。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

コロナ禍の中、子どもを対象とした事業を実施し、子どもの健全な育成に寄与する

ことができた。また、子育ての一環を担い、将来の松原地区の地域づくりの土壌整備

や地域の活力向上を図ることができた。  

課 題 
子どもの長期休暇ばかりでなく、一年を通して地区の皆さんと交流を図れる取組

みも今後実施していきたい。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

１１３，４５５円 ７７，２７４円 円 ３６，１８１円 

 

 

⑦ 事業名：モール活性化事業 

実 施 主 体 町会連合会、松原モールぷろじぇくと 

実施日（期間） 年間 

実 施 場 所 松原モール他 

事 業 概 要 地区の象徴的な施設である松原モールで人が集う取組みを行う。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 修理されたからくり時計台を中心に時計台コンサートを行うことにより、かつての人

が集い賑わいのあった松原モールを復活させるまちづくりの一環を図ることができ

た。 

課 題 
 現在のコロナ禍において、人を集めるイベントの開催をすることが困難な中、地域

振興を図るための方策を検討する必要がある。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

１０８，８００円 ３８，２２７円 ７０，５７３円 ０円 

  

 

決 算 額 ( 計 ) 
（①＋②＋③） 

Ａ＋Ｂ＋Ｃ 
財 源 内 訳 

Ａ Ｂ Ｃ 



４ ９ ５ ， ２ ８ ３ 円 ３６９，４０３円 ７０，５７３円 ５５，３０７円 

Ａ：各事業のａの合計額 

Ｂ：各事業のｂの合計額 

Ｃ：各事業のｃの合計額 

⑵ 本年度の積立実績の報告 

事業名：防災備品積立事業 

積 立 目 的 災害に強いまちづくりを進めるため、避難場所に必要な備品を整備する 

積 立 期 間  令和２年度から 令和５年度まで （本年度3年目） 

積立ての 
目標金額 

６６０，０００円 

積 立 実 績 

区分 積 立 額 
積立事業への 
積立金充当額 

差 引 累 計 

前年度 

までの 

積立経過 

１年目 １６５，０００円 ０円 １６５，０００円 

２年目 １６５，０００円 ０円 ３３０，０００円 

３年目 円 円 円 

４年目 円 円 円 

５年目 円 円 円 

本年度の積立実績 Ｄ １６５，０００円 Ｅ ２６７，86０円 Ｆ ２２７，14０円 

合 計 額 ４９５，０００円 ２６７，86０円  

本年度積立金を充当して実施した事業の概要 

 実 施 主 体 松原地区町会連合会 

 実施日（期間） 令和4年8月3日（水） 

 実 施 場 所 松原地区公民館敷地内 

 事 業 概 要 町会連合会の防災倉庫設置 

 
地 域 づ く り の 

成 果 ・ 効 果 

指定避難所である地区公民館に防災倉庫を設置することで、災害時に必要な

物資の迅速な供給を可能とし、地区住民の安全・安心につなげることができた。 

 

決 算 額 
Ｅ＋Ｇ 

財 源 内 訳 

 Ｅ Ｇ 

    ２６７，86０円 ２６７，86０円 ０円 

充当後の積立事業取扱方針 

 積立継続 （５年度まで）・ 廃止 

 
廃止する場合は、積立金残高（Ｆ）の処理方法 

 

Ｅ：充当した積立金の額 

Ｇ：その他の財源の額 

 

 

⑶ 本年度の交付金のうち、翌年度に繰り越す金額の報告 

Ｉ－Ａ－Ｄ 金 １５，５９７ 円 

  [参考]繰越上限額＝Ｉ×２／１０ 

 


